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i襲難 内子町 における

グ リーンツー リズムの取 り組み

黒 澤 賢 治(内 子町総務課 町並 ・地域振興班)
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日本にお けるグ リー ンツー リズム導入の背景 には,労 働時 間の短縮 による余暇時 問の増大 と

生活の質向上へのニー ズの高ま り,ま た,平 成4年 に農林水産省内に設置 されたグ リー ンツー

リズム研究会 において。農村空 間を 「ゆと りとやす らぎのあ る人間性豊か な生活 を享受 し得 る

国民共通の財産」であ るととらえ 「都市 と農村の新た な共生 関係を実現」す るために,グ リー

ンッー リズムがその役 割 を担 うべ きであると提言 した ことな どがあ ります。

内子町で はグ リー ンツー リズムを 「町内の地域資源や文化 を見直 し,内 子 らしい町並み,村

並み,山 並みの景 観や暮 らし,文 化の保存形成 を図 りなが ら,美 しい地域 を作 ってい くための

保存運動であ り,そ れ らを舞台 に質の高い交流人ロを拡大 してい くこ と」つ まり 「都 市住民 と

のパー トナー シップに よる地域づ くり」だ と捉えてい ます。そのため に行政 と住民が協力 して

基盤整備 を進 めて きました。行政 として は,ハ ー ド面 では 「石畳の宿 」「いかだや」 な どに代

表 される交流 ・宿 泊施設,ま た 「内子 フレッシュパー クか らり」な ど農産物 直売施設 の整備,

ソフ ト面で は美 しい地域 づ くりのためのルールとして 「環境 基本条例」や 「景観 まちづ くり条

例」,ま た,「 美 しい景観建造物デザイン賞表彰実施要綱」 の制定な どを行って きました。

(2)釣_ン ツ謁 瓢 お纏

次 に,内 子 町 での グ リー ンツー リズ

ムの推進方法 につ い ては,都 市住民 の

「農村 地域へ のニーズ」 と,内 子 町が持

つ 「地域 資源 」 や 「地域 課題」 を 「交

流」 の中で うま くマ ッチ ングさせてい

く方法によ り推進 しています。例 えば,

「余暇 を有効 に活用 したい」 とか 「都 会

の係 喧騒か ら抜 け出 したい」 「自然 にど

っぷ り身を置 きたい」 そ して 「心 身 と

もに癒 され,安 らぎ,リ フレ ッシュ し
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たい」 という都市住民のニー ズに対 して,内 子町にある 「果物 な どの農産物 」や 「郷土料 理」

「棚 田」「手仕事」 とい った 「人 ・暮 らし ・自然 ・風景 ・景観 ・文化 ・歴史 ・習慣 ・産業」な ど

に関す る内子 固有 の資源 を媒介 に交流することによって,都 市住民 のニー ズを満 たし,内 子町

の資源 を活用 してい くと同時に 「過疎化 ・少子高齢化 ・雇用不安 ・農林業の衰退」 と言った課

題 の解決を も図ろ うとい うものです。

そ して,最 終的 には,内 子町民の社 会的 ・経済的 ・精神 的な活性化(自 立),つ ま り地域づ

く りへ とつ なげてい くものです。具体的には,内 子町の価値 を認識 ・再認識すること。 また,

町民がや る気 や生 きがい,誇 り,稼 得手段 を獲得する こと。そ して,農 村 ・農業の衰退防止 と

その多面的な機能 を維持 してい くことなどです。

「地域資源 を活か した都市住民 とのパー トナーシ ップに よる地域づ くり」 をグ リー ンツー リ

ズム活動 とす るな らば,内 子町 におけるグ リー ンツーリズム活動 の原点 は,昭 和57年 の観光農

園(ぶ どう園)の オープンにあ ります。元 来内子町は,温 暖 な気候 と肥沃 な土壌 に恵 まれ,早

くか ら果樹 栽培 が盛 んで,栗 ・柿 ・ぶ どう ・梨 ・桃 ・リンゴなどが栽培 されていました。そ う

した果樹農家の新たな農園経営 の方法 として,農 園を単なる果樹生産の場 としてだけではな く,

果樹 とい う独 自の資源 を媒介 とした,都 市住民 と内子 町民の交流 活動の場 と捉 え,農 園内での

収穫体験や旬の味覚 を味わ う体験 の効果は,農 家の所得 向上 だけに とどまらす,都 市住民 との

深 い絆 を生 み,以 降の都市 と内子 の交流 を大 きく牽引す ることにな りま した。

また,昭 和60年 に開講 した 「内子町知的農村塾」は,住 民の 「第一次産業の発展な くしては

町の発展はない」 との強い思いか ら,農 業 の振興 を図 り,中 山間地であ る内子町の農業の在 り

方 を,農 家 と行政 が共 に学ぼ うと始 まった ものです。内容 は,兼 業農家が多いこの地域での農

業 経営 の在 り方や,高 齢者 ・女性の役 割,ま た,時 代の ニーズ に合 わせ た生産販売方法な ど,

最新 の農業経営 の知識 を学習する ものです。 この塾 に学 んだ人たちが,そ の後 「内子 フレッシ

ュパークか ら り」 や 「うち こグ リーンツー リズム協会」 な どの立上げに係 わ り,内 子 町におけ

るグリー ンッーリズム活動の中核 の担 い手 として活躍 してい ます。

配 覇[

ムの

① うちこグ リーンツー リズム協会

内子町のグ リー ンツー リズムの振興で,そ の中心的な役割 を果た している組織の1つ が,平

成16年 に発足 した 「うち こグ リー ンツー リズム協会」です。現在18会 員で組織 され,農 家民

宿 など宿泊施設が5,農 業体 験な ど体験施設が5,宿 泊 ・体験の両方を提供 しているのが8会

員です。
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各施設では,そ れぞれ の特徴 を活

か した農業体験 な ど農家 の仕事や生

活 ・食事,ま た地域 の景観や 自然 を

楽 しめ る体験 メニューや宿泊 を提供

してい るほか,協 会 としては,情 報

発信力の強化や学 習活動 などに力 を

入れ,内 子独 自のお もて な しが都市

住民か ら支持 され,年 々交流人口が

増加 してい ます。 また,新 たな もて

な しの ツールづ くりとして,特 区を

活用 した 「どぶ ろ く」の製造販売を

開始 したほか,内 子特産の果実 を使
こんにゃくづ くり体験

った 「果実酒」の製造販売に向けた研修な どを始めてお り,滞 在型 ツー リズムの推進役 として

大 きな期待が寄せ られてい ます。

②泉谷地区棚田を守る会

平成11年 に,農 林水産省か ら日本

の棚 田百選 に認定 された泉谷地 区で

は,地 域の自然に親 しむ 「自然浴 ツア

ー」 を実施 しています。棚田はもちろ

ん,幕 末の志士坂本龍馬脱藩の道や内

子町で一番大きな滝である紅葉ケ滝な

ど,地 域の自然に浸 り,歴 史を学 び,

暮 らしを感 じて もらう中で,多 くの泉

谷ファンが誕生 しています。

また,過 疎化,高 齢化が進む棚 田

での作業の省力化 によって,耕 作 放

棄地化 を防 ぐとともに,良 好な景観
自然浴ツアー

侵

の保全 を図るため,天 然コッ トンの布の中に種籾を仕込み,田 圃一面に布を敷 き詰めるだけで

田植 えが終了 し,し か も無農薬で栽培がで きる 「布マルチ栽培」 を,棚 田 としては全国で初め

て導入 しています。 また,平 成16年 からはオーナー制度を開始 し,各 地から家族連れや若者の

グループなどが訪れ,棚 田での農作業 を通 した交流活動が行われています。

これ らの活動によ り,棚 田の持つ多面的な機能の理解が進み,石 楠花や彼岸花の植栽など景

観保全活動にも進展 してい ます。こうした棚田を守る会の熱い思い と熱心 な取 り組みに,自 治

会や会の趣旨に賛同する町民,ま た町職員などが応援 団として 自主的に加わ り,地 域あげての
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活動 に発展 しています。

③うちこ手仕事の会

内子手 しごとの会は,内 子の自然や

暮らし ・産業 ・文化 ・歴史など地域の

資源 を利用 して生 まれた手 しごとと,

それを育み伝える人たち,ま た,そ の

作品を融合 し,希 少的な生活品を作成

して全国に紹介 してい こうと,平 成

19年11月 に30名 で結成 された組織で

す。業種 は,木 工 ・陶芸 ・桐下駄 ・苔

玉 ・牛革製品 ・ガラス工芸 ・鍛鉄 ・和

蝋燭 ・和傘 ・トールペイント・洋服 ・

染色など様々です。

以前 はそれぞれの分野で体験 の提

供や交流活動 を行なってい ましたが,

手仕事展

コラボ レーシ ョンにより,作 品の種類やそのデザ イン ・

機能 ・用途などのバ リエー ションが増え,生 活の随所 に,内 子独 自の手 しご との温かみ と完成

度の高 さを提案 してい くことができるのでは と活動 してお り,平 成20年10月 には,そ の成果

を発表す る展示会 を行い,約1500名 の人たちに,内 子が生んだ手仕事 を堪能 していただき,新

たな内子 ブラン ドの創造への期待も高まっています。

④ODA(お だ)の 木協会

内子町には,小 田深山という4500ha

に も及ぶ大 自然があ り,ODAの 木協

会では,こ の資源 を国際交流 やみ ど

り豊 かな自然環境の中での環境教育

ス クール事業の中で活か し,グ ロー

バルな視点 に立 った教育 ・文化 ・経

済の発展 を促進 してい ます。

特に,ODAの 木 自然学校 として開

催 している,2日 か ら9日 間に及ぶ

自然体験 キャンプでは,山 や渓谷で

の活動 を通 して,自 然の豊 かさや優

しさ,ま た厳 しさや怖 さな どを学ぶ
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ことによって,環 境を保全 してい くこ との大切 さや,そ れが 自分たちの生活 を守 ることに繋が
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ることなどを学習 しています。

内子町では,小 田深山の 自然 をいかに保全 し,都 市住民 との交流の中に活か し,地 域づ くり

につ なげてい くかを,ODAの 木協会をは じめとする深 山を思い活動す る方 たちと共 に 「小田

深山保全活用計画書」 とい う形でまとめています。

⑤子ども農山漁村交流プロジェク ト

内子町では,今 までのグ リー ンツ

ー リズム活動で培 った ノウハ ウ と豊

かな地域資源 を活 か して,積 極 的に

交流活動 を展開 していこう と,平 成

20年 度 より始 まった,子 ども農 山漁

村交流 プロジェク ト受入モデ ル地区

に名乗 りを上げ,全 国50カ 所 のモデ

ル地区の選定を受 けま した。受 け入

れ に関 しては,う ちこグリー ンツー

リズム協会を始め と して,グ リー ン

ツー リズム活動や交流活動な どに実

績がある12団 体で 「内子 わ くわ く体

験協議会」 という受け入れ組織 を立上げ,連 携協力 しなが ら,将 来の日本の担 う子 どもたちに,

先人から伝わる生活の智恵や自然 との共生など,内 子な らではの体験 をすることによって,今 後

の生活に,こ の経験が活かされるような,そ んな体験 を提供 したいと思い取 り組んでいます。

(5)グ リーンツーリズムの課題 と今後の方向性

内子独自の資源を活用 して交流活動を実践 し,地 域づ くりにつなげている組織やグループは,

町内にたくさんあ りますが,地 域 によって温度差があるのが実態です。 こういった活動を町内

全域の村並み ・山並みに広げていくための連携 や波及活動が今後必要だと考えています。

次 に 「滞在型 ッーリズムへの移行」 ということも重要なテーマで,多 くの方 に来ていただい

て交流活動 を行 っても,農 家民宿などで宿泊 していただいて も,全 体的には,ま だまだ通過型

ツー リズムが大半です。滞在型 を目指 し,地 域資源の掘 り起こしや,そ れらをブラ ッシュア ッ

プしブラン ド化する方法,ま た,交 流の中に活か してい く仕組み作 りが求め られ ます。

また,人 口減少に歯止めがかか らず,農 地や山林の荒廃が進む現実を受け止め,今 までのグ

リー ンツーリズム活動が もた らした効果 を検証 しつつ,地 域資源を活か した都市住民 とのパー

トナー シップによる地域づ くりが,内 子町が抱える課題の解決に結び付 くような推進方法につ

いて も考えていかなければならない と思います。
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